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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

長 州 藩 に 召 し 抱 え ら れ て い た 鷺 流 狂 言
言 方 に は 大 蔵 流 と 鷺 流 が召 し 抱 え ら れ て い た 。 今回 の 催 し は 「 江 戸 時 代 にこ こ 山 口 で 華 や か に 演 じら れ て い た 宝 生 流 と 鷺 流の 共 演 を 通 じ て 、 能 や 狂言 を 学 び 、 楽 し ん で ほ しい 」 と の 思 い で 開 か れる 。　

当 日 は 、 宝 生 流 シ テ 方
の 佐 野 玄 宜 、 當 山 淳 司 、上 野 能 寛 の ３ 人 と 、 高 安流 大 鼓 方 の 佃 良 太 郎 、 大倉 流 小 鼓 方 の 清 水 和 音 が出 演 。 山 口 鷺 流 狂 言 保 存会 と 共 演 す る 。

（ 山 口 市 水 の 上 町 ５ ） で開 か れ る 。　
江 戸 時 代 の 長 州 藩 （ 萩

藩 ） で は 、 能 の シ テ 方 には 宝 生 流 と 喜 多 流 が 、 狂

　
山 口

鷺 さ ぎ

流 り ゅ う

狂

言 保 存会 結 成
7 0周 年

記 念 事業 「 萩藩 の 能楽
　
宝

生・鷺」が 、

2 5

日

（ 日 ）  午
後 ２ 時か ら 、洞 春 寺

　
最 初 は 「 萩 藩 の 能 楽 に

つ い て 」 と 題 さ れ た パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 。 続い て 、 宝 生 流 （ 能 ）  、 鷺流 （ 狂 言 ）  、 囃 子 （ 小 鼓 ・太 鼓 ） そ れ ぞ れ の ワ ー クシ ョ ッ プ が 開 か れ る 。 最後 に 、 鷺 流 狂 言 保 存 会 によ る 狂 言 と 、 宝 生 流 に よる 能 が 実 演 さ れ る 。　
入 場 料 は 、 一 般 ３ 千

円 、 大 学 生 以 下 １ 千 円 。小 学 生 以 下 は 無 料 。 前 売り 券 は 、 Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口市 民 会 館 、 Ｃ ・ Ｓ 赤 れ んが 、 洞 春 寺 で 購 入 で きる 。 問 い 合 わ せ は 、 同 会の 新 保 秀 子 さ ん （
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江 戸 時 代 に 家 元 制 度 を

取 っ て い た 狂 言 方 は 、 大蔵 流 と 鷺 流 に 和 泉 流 を 加え た ３ 流 派 が あ っ た 。 だが 、 明 治 維 新 に よ る 幕 府瓦
が

解 か い

の あ お り を 受 け て 、

鷺 流 だ け が 途 絶 え て し まっ た 。　
山 口 に 現 在 伝 わ る 鷺 流

狂 言 は 、 長 州 藩 お 抱 え だっ た 狂 言 方 ・ 春

し ゅ ん

日 に ち

庄 し ょ う

作 さ く

が

始 祖 。 趣 味 と し て 人 々 に教 え る よ う に な り 、 町 の人 々 が 相 互 に 稽 古 を つ ける 「 伝 習 会 」 に よ っ て 受け 継 が れ て い っ た 。 と ころ が 、 大 正 期 に は 春 日 の直 弟 子 も い な く な り 、 急速 に 衰 退 。 そ れ を 憂 え た有 志 が １ ９ ５ ４ 年 （ 昭 和
2 9年 ） に 「 山 口 鷺 流 狂 言

保 存 会 」 を 結 成 し た 。

6 7

年 （ 昭 和

4 2年 ） に は 山 口

県 指 定 無 形 文 化 財 の 第

1

号 に も 指 定 。 今 年 は 、 保存 会 結 成 か ら

7 0年 の 節 目

の 年 と な る 。

税 、 イ ン ボ イ ス な ど 税金 に 関 す る こ と 。 事 前予 約 は 不 要 で 、 訪 問 順に 受 付 ・ 相 談 と な る 。担 当 税 理 士 は 、 伊 藤 栄治 、 岡 本 栄 、 古 谷 和彦 、 正 木 圭 子 の ４ 氏 。　 「 資 料 が な く て も 大丈 夫 だ が 、 あ れ ば よ り具 体 的 な 説 明 が で きる 。 気 軽 に 立 ち 寄 っ てほ し い 」 と 同 支 部 。

　 「 知 っ て 得 す る

　
お 盆

の 税 務 無 料 相 談 会 」 が 、
1 7日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 午

後 ４ 時 ま で 、 山 口 市 中 心商 店 街 の Ｎ ａ ｃ （ 山 口 市中 市 町 ３ ） で 開 か れ る 。中 国 税 理 士 会 山 口 支 部（ 岡 本 栄 支 部 長 、
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の 主 催 。　
相 談 で き る 内 容 は 、 相

続 税 、 贈 与 税 、 譲 渡 所 得

2 5日

洞 春 寺 で 能 楽 イ ベ ン ト

宝 生 流 と 鷺 流 が 江 戸 期 以 来 の 共 演
中 国 税 理 士 会 山 口 支 部 が 無 料 相 談 会

「 お 盆 休 み に 税 務 相 談 を 」1 7 日

総  踊 り で 踊 ら れ る 蹴  出 し 踊 り

地 福

　
盆 の 風 物 詩  「 蹴 出 し 踊 り 」

　
蹴 出 し 踊 り に は 先 祖

の 霊 を 慰 め た り 、 厄 を蹴 り 出 し た り す る 意 味が あ る と い う 。 毎 年 、お 盆 の 時 期 に は 「 合 同慰 霊 祭 」 と 蹴 出 し 踊 りの 「 総 踊 り 」 が 「 ほ ほえ み の 郷 ト イ ト イ 」（ 阿 東 地 福 ） 駐 車 場 で開 か れ 、 今 年 は ８ 月

1 4

日  （ 水 ）  に 開 催 が 予 定 され て い る 。

　

　 「 地 元 の 文 化 と し て後 世 に 伝 え 、 普 及 に 努め た い 」 と 同 保 存 会 の伊 藤 光 典 会 長 。

　
蹴 出 し 踊 り は 、 戦 前

ま で は 旧 阿 東 町 内 各 地で 踊 ら れ て い た が 、 今は 地 福 と 篠 生 の 一 部 にの み 残 っ て い る 。 特 に地 福 で は １ ９ ６ ０ 年 頃に 蹴 出 し 踊 り 保 存 会 が結 成 さ れ 、 レ コ ー ド も制 作 さ れ た 。

N o. 2 7 0

阿 東

　
石 州 津 和 野 の 城 主 ・ 吉 見 氏 が 旧 阿 武 郡 を 治

め て い た 約 ４ ０ ０ 年 前 に 発 祥 し た と 伝 わ る 蹴出 し 踊 り 。 山 口 市 指 定 の 無 形 民 俗 文 化 財 だ 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ８ 月 １ ０ 日 ㈯ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ８ 月 １ ０ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口

 １ 行 記 事　 き ょ う １ ０ 日 と あ す １ １ 日 の 午 後 ７ 時 半 か ら 「 真 夏 の 夜 の 星 空 上 映 会 」 が 山 口 市 中 央 公 園 （ 山 口 市 中 園 町 ７ ） で 開 催 。 １ ０ 日 は 「 ミ ニ オ ン ズ フ ィ ー バ ー （ 日 本 語 吹 替 版 ） 」 、 １ １ 日 は 「 ダ ン ジ ョ ン ズ ＆ ド ラ ゴ ン ズ ／ ア ウ ト ロ ー た ち の 誇 り （ 同 ） 」 が 屋 外 上 映 さ れ る 。 入 場 無 料 で 、 会 場 周 辺 に は 飲 食 店 の 露 店 も 並 ぶ 。 雨 天 の 場 合 、 ホ ワ イ エ が 会 場 に 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ８ 月 １ ０ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


